
※
こ
の
法
令
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
二
号

地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
生
物

の
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
生
物
の
多
様
性
が
地
域
の
自
然

的
社
会
的
条
件
に
応
じ
て
保
全
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性

に
か
ん
が
み
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
有
機
的

に
連
携
し
て
行
う
生
物
の
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
等
を
講
じ
、
も
っ
て
豊
か

な
生
物
の
多
様
性
を
保
全
し
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民

の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
生
物
の
多
様
性
」
と

は
、
生
物
多
様
性
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十

八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
生
物
の
多
様
性
を

い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
連
携
保
全
活
動
」
と

は
、
生
物
の
多
様
性
を
は
ぐ
く
む
生
態
系
に
被
害
を
及

ぼ
す
動
植
物
の
防
除
、
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
野
生
動
植
物
の
保
護
増

殖
、
生
態
系
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
そ
の
他

の
地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
の

活
動
で
あ
っ
て
、
地
域
の
自
然
的
社
会
的
条
件
に
応

じ
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
有
機
的
に
連
携
し

て
行
う
も
の
を
い
う
。

（
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本
方
針
）

第
三
条
　
主
務
大
臣
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
に

関
す
る
基
本
方
針
（
以
下
「
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本

方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
の
意
義
に
関
す
る

事
項

二
　
地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
の
た
め
の
施
策
に
関

す
る
基
本
的
事
項

三
　
次
条
第
一
項
の
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
作
成

に
関
す
る
基
本
的
事
項

四
　
農
林
漁
業
に
係
る
生
産
活
動
と
の
調
和
そ
の
他
の

地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き

事
項

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
連
携
保
全

活
動
の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本
方
針
は
、
生
物
多
様
性
基

本
法
第
十
一
条
第
一
項
の
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
と
の

調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
主
務
大
臣
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本
方
針
を
定

め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
　
前
二
項
の
規
定
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本
方
針

の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
作
成
等
）

第
四
条
　
市
町
村
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
地
域
連

携
保
全
活
動
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
当
該
市
町
村
の
区

域
に
お
け
る
地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
に
関
す
る
計

画
（
以
下
「
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
」
と
い
う
。
）

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
区
域

二
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
目
標

三
　
第
一
号
の
区
域
に
お
い
て
市
町
村
又
は
生
物
の
多

様
性
を
保
全
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
主
務

省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
地
域
連
携
保
全
活
動
の

実
施
場
所
、
実
施
時
期
及
び
実
施
方
法
そ
の
他
地
域

連
携
保
全
活
動
に
関
す
る
事
項

四
　
前
号
の
地
域
連
携
保
全
活
動
に
係
る
国
又
は
都
道

府
県
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

五
　
計
画
期
間

３
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

等
が
行
う
地
域
連
携
保
全
活
動
に
係
る
事
項
を
記
載
し

よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
地
域
連
携
保
全
活
動
を
行
お
う
と
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
等
は
、
当
該
地
域
連
携
保
全
活
動
を
行
お
う

と
す
る
地
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
に
対
し
、
当

該
地
域
連
携
保
全
活
動
に
係
る
事
項
を
そ
の
内
容
に
含

む
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
の

提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
前
項
の
提
案
を
受
け
た
市
町
村
は
、
当
該
提
案
を
踏

ま
え
た
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
案
を
作
成
す
る
必

要
が
な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理

由
を
、
当
該
提
案
を
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
に

通
知
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
市
町
村
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
行
為
が
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
環
境
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣

に
協
議
し
、
当
該
行
為
が
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号

又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
国
立
公
園
（
第
六

条
に
お
い
て
「
国
立
公
園
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内

に
お
い
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
同
法
第
二
十
条
第

三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条

第
三
項
の
許
可
又
は
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
届

出
を
要
す
る
も
の

二
　
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十

五
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項

若
し
く
は
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
の
許
可
又
は
同

法
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
の
五

第
一
項
の
届
出
を
要
す
る
行
為

三
　
自
然
環
境
保
全
法
第
三
十
条
及
び
第
三
十
五
条
の

七
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
一

条
第
一
項
後
段
（
同
法
第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
二

十
七
条
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
要
す
る

行
為

四
　
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存

に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第

三
十
七
条
第
四
項
の
許
可
又
は
同
法
第
三
十
九
条
第

一
項
の
届
出
を
要
す
る
行
為

五
　
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存

に
関
す
る
法
律
第
五
十
四
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十

七
条
第
四
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ

る
協
議
を
要
す
る
行
為

六
　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

二
十
九
条
第
七
項
の
国
指
定
特
別
保
護
地
区
の
区
域

内
に
お
い
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
同
項
の
許
可
を

要
す
る
も
の

７
　
市
町
村
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
行
為
が
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
環
境
省

令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら

か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
、
当
該
行
為
が
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
自
然
公
園
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
国
定
公

園
（
第
六
条
に
お
い
て
「
国
定
公
園
」
と
い
う
。
）

の
区
域
内
に
お
い
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
同
法
第

二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第

二
十
二
条
第
三
項
の
許
可
又
は
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
届
出
を
要
す
る
も
の

二
　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
七
項
の
都
道
府
県
指
定

特
別
保
護
地
区
の
区
域
内
に
お
い
て
行
う
行
為
で
あ

っ
て
、
同
項
の
許
可
を
要
す
る
も
の

三
　
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二

号
）
第
八
条
第
一
項
の
届
出
又
は
同
法
第
十
四
条
第

一
項
の
許
可
を
要
す
る
行
為

四
　
都
市
緑
地
法
第
八
条
第
七
項
後
段
若
し
く
は
第
十

四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
同
条
第
八
項

後
段
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
要
す
る
行
為

８
　
前
項
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
は
、
市
が
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
す

る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

９
　
市
町
村
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
条
第
一
項
の
地
域
連
携

保
全
活
動
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該

地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
記
載
す
る
事
項
に
つ
い
て

当
該
地
域
連
携
保
全
活
動
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
生
物
多
様
性
基
本
法
第
十
三
条
第
一
項
の
生
物
多
様

性
地
域
戦
略
を
定
め
て
い
る
市
町
村
は
、
地
域
連
携
保

全
活
動
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
生
物

多
様
性
地
域
戦
略
と
の
調
和
を
保
つ
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

11
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
は
、
第
二
項
第
三
号
に
掲

げ
る
事
項
に
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
た
て
ら
れ
た

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
同
項
に
規
定
す

る
民
有
林
に
お
け
る
森
林
の
施
業
が
含
ま
れ
る
と
き

は
、
当
該
森
林
の
施
業
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
同
法

第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
た
て
ら
れ
た
市
町

村
森
林
整
備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

12
　
市
町
村
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
し
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画

を
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13
　
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
地
域
連
携
保
全

活
動
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
地
域
連
携
保
全
活
動
協
議
会
）

第
五
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す

る
市
町
村
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
作
成
に
関

す
る
協
議
及
び
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
実
施
に
係

る
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
の
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に

1



お
い
て
「
地
域
連
携
保
全
活
動
協
議
会
」
と
い
う
。
）

を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

一
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る

市
町
村

二
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
記
載
し
よ
う
と
す
る

地
域
連
携
保
全
活
動
を
行
う
と
見
込
ま
れ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
等

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
第
十
三
条
の
地
域

連
携
保
全
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
担

う
者
、
関
係
住
民
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関

そ
の
他
の
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者

３
　
地
域
連
携
保
全
活
動
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
構
成
員
以
外
の
第
十
三
条
の
地
域

連
携
保
全
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
担
う

者
及
び
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
、
資
料
の
提
供
、
意

見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
の
協
議
を
行
う
た
め
の
会
議
に
お
い
て
協
議

が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
協

議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
連
携
保
全
活

動
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
地
域
連
携

保
全
活
動
協
議
会
が
定
め
る
。

（
自
然
公
園
法
の
特
例
）

第
六
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
お
い
て
地
域
連
携

保
全
活
動
の
実
施
主
体
と
し
て
定
め
ら
れ
た
者
（
以
下

「
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
」
と
い
う
。
）
が
国
立
公

園
又
は
国
定
公
園
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
地
域
連
携

保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て
自
然
公
園
法
第
二
十
条
第
三

項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
の

許
可
を
要
す
る
行
為
に
該
当
す
る
行
為
を
行
う
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
国
立
公
園
又
は
国
定

公
園
の
区
域
内
に
お
い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に

従
っ
て
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園
法
第
三
十

三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
自
然
環
境
保
全
法
の
特
例
）

第
七
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
自
然
環
境
保
全

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
然
環
境
保
全

地
域
（
次
項
に
お
い
て
「
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
い

う
。
）
又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
（
次
項
に
お
い
て

「
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
い
う
。
）
の
区
域

内
に
お
い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て
同
法

第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
又
は
第
三

十
五
条
の
四
第
三
項
の
許
可
を
要
す
る
行
為
に
該
当
す

る
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
許
可
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
す
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
自
然
環
境
保
全
地
域

又
は
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
内
に
お
い

て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て
行
う
行
為
に
つ

い
て
は
、
自
然
環
境
保
全
法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び

第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
並
び
に
同
法
第
三
十

条
及
び
第
三
十
五
条
の
七
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
後
段
（
同
法
第
二
十
五

条
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
の

四
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。

（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
八
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
三

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
生
息
地
等
保
護
区
（
以

下
「
生
息
地
等
保
護
区
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
お

い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て
同
法
第
三
十

七
条
第
四
項
の
許
可
を
要
す
る
行
為
に
該
当
す
る
行
為

を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

す
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
生
息
地
等
保
護
区
の

区
域
内
に
お
い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て

行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生

動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
三
十
九
条
第
一

項
及
び
第
五
十
四
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
七
条
第
四

項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
の
特
例
）

第
九
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
鳥
獣
の
保
護
及

び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
保
護
地
区
の
区
域
内

に
お
い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て
同
条
第

七
項
の
許
可
を
要
す
る
行
為
に
該
当
す
る
行
為
を
行
う

場
合
に
は
、
当
該
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
森
林
法
の
特
例
）

第
十
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
地
域
連
携
保
全

活
動
計
画
に
従
っ
て
行
う
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、

森
林
法
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

（
都
市
緑
地
法
の
特
例
）

第
十
一
条
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
都
市
緑
地
法

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
緑
地
保
全
地
域
又
は
同
法
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
緑
地
保
全
地
区
（
次

項
に
お
い
て
「
特
別
緑
地
保
全
地
区
」
と
い
う
。
）
の

区
域
内
に
お
い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ
て

行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
条
第
一
項
、
第
二

項
及
び
第
七
項
後
段
並
び
に
第
十
四
条
第
四
項
及
び
第

八
項
後
段
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
地
域
連
携
保
全
活
動
実
施
者
が
特
別
緑
地
保
全
地
区

の
区
域
内
に
お
い
て
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に
従
っ

て
都
市
緑
地
法
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
要
す
る
行

為
に
該
当
す
る
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
許
可
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
生
物
の
多
様
性
の
保
全
上
重
要
な
土
地
の
取
得
の
促

進
等
）

第
十
二
条
　
国
は
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
を
目
的
と
し

て
国
民
又
は
民
間
の
団
体
が
行
う
生
物
の
多
様
性
の
保

全
上
重
要
な
土
地
の
取
得
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ

ら
の
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要

な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
環
境
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
内
の
土
地
を
国

民
、
民
間
の
団
体
又
は
事
業
者
か
ら
寄
附
に
よ
り
取
得

し
た
と
き
は
、
当
該
土
地
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の

保
全
に
つ
い
て
、
当
該
寄
附
を
し
た
者
の
意
見
を
聴
く

も
の
と
す
る
。

一
　
自
然
公
園
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特

別
地
域
の
う
ち
、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
特
別
保
護
地
区
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
区
域
と

し
て
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域

二
　
生
息
地
等
保
護
区
の
う
ち
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
三
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
地
区
及
び
こ
れ
に

準
ず
る
区
域
と
し
て
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域

三
　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
国
指
定
鳥

獣
保
護
区
の
う
ち
、
同
法
第
二
十
九
条
第
七
項
の
国

指
定
特
別
保
護
地
区
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
区
域
と
し

て
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
区
域

（
地
域
連
携
保
全
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

第
十
三
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
連
携
保
全
活
動
を

行
お
う
と
す
る
者
、
そ
の
所
有
す
る
土
地
に
お
い
て
地

域
連
携
保
全
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
、

地
域
連
携
保
全
活
動
に
対
し
て
協
力
を
し
よ
う
と
す
る

者
そ
の
他
の
関
係
者
間
に
お
け
る
連
携
及
び
協
力
の
あ

っ
せ
ん
並
び
に
生
物
の
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
知
識

を
有
す
る
者
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提
供
及

び
助
言
を
行
う
拠
点
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
地
域

連
携
保
全
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
と
し
て

の
機
能
を
担
う
体
制
を
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
確

保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
等
の
援
助
等
）

第
十
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
連
携
保
全

活
動
に
関
し
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な

援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
域
連
携
保
全
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
担
う
者
は
、
地
域
連
携
保

全
活
動
の
円
滑
な
実
施
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な

情
報
交
換
を
行
う
な
ど
し
て
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
十
五
条
　
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
環
境
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と
す
る
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
主
務
大
臣
の
発

す
る
命
令
と
す
る
。

３
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
環
境

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
環
境
事
務
所
長

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て

も
、
第
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に

よ
り
、
地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方

針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
基
本
方
針
を
定
め
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
地
域
連
携
保
全

活
動
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
日
に
お
い
て
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
地
域
連
携
保
全
活
動
基
本
方
針
と

み
な
す
。

（
検
討
）

第
三
条
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
政
府
は
、
土
地
の
所
有
者
が
判
明
し
な
い
こ
と
そ
の

他
の
事
情
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
保

全
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
土
地
の
所
有
者
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
当
該
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
場
合

が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
土
地
の
所
有
者
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
場
合
に
お
け
る
地
域
に
お
け
る
生
物
の
多

2



様
性
を
保
全
す
る
た
め
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
二
日
法
律
第
七

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か

ら
、
附
則
第
十
七
条
の
規
定
は
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
百
五
号
）
の
公
布
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日

の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
八
月
三
〇
日
法
律
第
一

〇
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
十
条
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
十
八
条
の
改

正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
（
地
方

自
治
法
別
表
第
一
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
百
九
十
三
号
）
の
項
及
び
道
路
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
項
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
、
第
十
六
条
（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規

定
を
除
く
。
）
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
五
条
（
農
地

法
第
五
十
七
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
七
十
六

条
、
第
七
十
九
条
（
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農

林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
十
四
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
九

十
八
条
（
公
営
住
宅
法
第
六
条
、
第
七
条
及
び
附
則

第
二
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
九
十
九
条
（
道

路
法
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二

十
七
条
、
第
四
十
八
条
の
四
か
ら
第
四
十
八
条
の
七

ま
で
及
び
第
九
十
七
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第

百
二
条
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
三
条
、
第
四

条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
及

び
第
十
七
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
四
条
、

第
百
十
条
（
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
十
四

条
、
第
百
二
十
一
条
（
都
市
再
開
発
法
第
百
三
十
三

条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
二
十
五
条
（
公
有

地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
改
正
規

定
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
一
条
（
大
都
市
地
域
に
お

け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
百
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
三

十
三
条
、
第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
七
条
（
電
線

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
七

条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
四
十
九
条
（
密
集

市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す

る
法
律
第
十
三
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
九

十
一
条
、
第
二
百
九
十
三
条
か
ら
第
二
百
九
十
五
条

ま
で
及
び
第
二
百
九
十
八
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）

、
第
百
五
十
三
条
、
第
百
五
十
五
条
（
都
市
再
生
特

別
措
置
法
第
四
十
六
条
、
第
四
十
六
条
の
二
及
び
第

五
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
五

十
六
条
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関

す
る
法
律
第
百
二
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百

五
十
九
条
、
第
百
六
十
条
（
地
域
に
お
け
る
多
様
な

需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正

規
定
、
同
条
第
五
項
の
改
正
規
定
（
「
第
二
項
第
二

号
イ
」
を
「
第
二
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
る
部
分
に

限
る
。
）
並
び
に
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
改
正

規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
二
条
（
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

二
十
五
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
七
項
中
「
と
き

は
」
を
「
場
合
に
お
い
て
、
次
条
第
一
項
の
協
議
会

が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
」
に
改
め
、
「
次
条

第
一
項
の
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
協

議
会
に
お
け
る
協
議
を
、
同
項
の
協
議
会
が
組
織
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）

並
び
に
同
法
第
三
十
二
条
、
第
三
十
九
条
及
び
第
五

十
四
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
三
条
、

第
百
六
十
六
条
、
第
百
六
十
七
条
、
第
百
七
十
一
条

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
五
条

の
五
第
二
項
第
五
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百

七
十
五
条
及
び
第
百
八
十
六
条
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
の
規
定
並
び
に
附
則
第
三
十
三
条
、
第
五
十

条
、
第
七
十
二
条
第
四
項
、
第
七
十
三
条
、
第
八
十

七
条
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
六
号
）
第
五
百
八
十
七
条
の
二
及
び
附
則
第
十
一

条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
九
十
一
条
（
租
税
特

別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
第
五
号
及
び

第
六
十
四
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
九
十
二
条

（
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七

十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第

九
十
三
条
、
第
九
十
五
条
、
第
百
十
一
条
、
第
百
十

三
条
、
第
百
十
五
条
及
び
第
百
十
八
条
の
規
定
　
公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日

二
　
第
二
条
、
第
十
条
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
十

八
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
十
四
条
（
地
方
自

治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
、
第
二
百
六
十
条
並

び
に
別
表
第
一
騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
九
十
八
号
）
の
項
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
）
の
項
、
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四

十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
項
、
環
境
基
本
法

（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
項
及
び
密
集
市

街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
項
並
び
に

別
表
第
二
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

三
十
八
号
）
の
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の

項
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供

給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法

律
第
六
十
七
号
）
の
項
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防

災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年

法
律
第
四
十
九
号
）
の
項
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替

え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
七
十
八
号
）
の
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
十

七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
（
児
童
福

祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
六
、
第
二
十
一
条
の
五
の

十
五
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
、
第
二
十
四
条

の
九
、
第
二
十
四
条
の
十
七
、
第
二
十
四
条
の
二
十

八
及
び
第
二
十
四
条
の
三
十
六
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
二

十
九
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
四
条
（
社

会
福
祉
法
第
六
十
二
条
、
第
六
十
五
条
及
び
第
七
十

一
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
、
第
三

十
七
条
、
第
三
十
八
条
（
水
道
法
第
四
十
六
条
、
第

四
十
八
条
の
二
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
条
の
二
の

改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
三
条

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
九
条
、
第
二
十
三
条
、

第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
条
の
二
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
、
第
五
十
一
条
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条

の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
五
十
四
条
（
障
害
者
自

立
支
援
法
第
八
十
八
条
及
び
第
八
十
九
条
の
改
正
規

定
を
除
く
。
）
、
第
六
十
五
条
（
農
地
法
第
三
条
第
一

項
第
九
号
、
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
五
十
七
条
の

改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
八
十
七
条
か
ら
第
九
十
二

条
ま
で
、
第
九
十
九
条
（
道
路
法
第
二
十
四
条
の
三

及
び
第
四
十
八
条
の
三
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第

百
一
条
（
土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
六
条
の
改
正
規

定
に
限
る
。
）
、
第
百
二
条
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
七
条
、

第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）

、
第
百
三
条
、
第
百
五
条
（
駐
車
場
法
第
四
条
の
改

正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
百
七
条
、
第
百
八
条
、
第
百

十
五
条
（
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
第
十
五
条
及
び

第
十
七
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
十
六
条

（
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
三
条

の
二
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
百
十
八
条
（
近
畿

圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
及

び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
二
十
条

（
都
市
計
画
法
第
六
条
の
二
、
第
七
条
の
二
、
第
八

条
、
第
十
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
二
ま
で
、
第
十

二
条
の
四
、
第
十
二
条
の
五
、
第
十
二
条
の
十
、
第

十
四
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
、
第
三
十
三
条

及
び
第
五
十
八
条
の
二
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第

百
二
十
一
条
（
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
か
ら
第

七
条
の
七
ま
で
、
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま

で
、
第
六
十
六
条
、
第
九
十
八
条
、
第
九
十
九
条
の

八
、
第
百
三
十
九
条
の
三
、
第
百
四
十
一
条
の
二
及

び
第
百
四
十
二
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
二

十
五
条
（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

九
条
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
百
二
十
八
条
（
都

市
緑
地
法
第
二
十
条
及
び
第
三
十
九
条
の
改
正
規
定

を
除
く
。
）
、
第
百
三
十
一
条
（
大
都
市
地
域
に
お
け

る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
、
第
二
十
六
条
、
第
六
十
四
条
、
第

六
十
七
条
、
第
百
四
条
及
び
第
百
九
条
の
二
の
改
正

規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
四
十
二
条
（
地
方
拠
点
都
市

地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進

に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
及
び
第
二
十
一
条
か
ら
第

二
十
三
条
ま
で
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
四
十

五
条
、
第
百
四
十
六
条
（
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措

置
法
第
五
条
及
び
第
七
条
第
三
項
の
改
正
規
定
を
除

く
。
）
、
第
百
四
十
九
条
（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防

災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
、

第
二
十
一
条
、
第
百
九
十
一
条
、
第
百
九
十
二
条
、

第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
三
十
三
条
、
第
二
百
四
十

一
条
、
第
二
百
八
十
三
条
、
第
三
百
十
一
条
及
び
第

三
百
十
八
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
五
十
五

条
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
五
十
一
条
第
四
項
の

改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
五
十
六
条
（
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
第
百
二
条

の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
五

十
八
条
（
景
観
法
第
五
十
七
条
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
、
第
百
六
十
条
（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
六
条
第
五
項
の
改
正
規
定
（
「
第
二
項

第
二
号
イ
」
を
「
第
二
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
る
部

分
を
除
く
。
）
並
び
に
同
法
第
十
一
条
及
び
第
十
三
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条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十
二
条
（
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
三
十

六
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
、
第
百
六
十
五
条
（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風

致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
及

び
第
二
十
九
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
六
十

九
条
、
第
百
七
十
一
条
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）

、
第
百
七
十
四
条
、
第
百
七
十
八
条
、
第
百
八
十
二

条
（
環
境
基
本
法
第
十
六
条
及
び
第
四
十
条
の
二
の

改
正
規
定
に
限
る
。
）
及
び
第
百
八
十
七
条
（
鳥
獣

の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
十
五

条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
八
条
第
九
項
の
改
正

規
定
（
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」

に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
法
第
二
十
九
条
第
四

項
の
改
正
規
定
（
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条

第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
同
法

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
の
改
正
規
定
に
限

る
。
）
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
三
条
、
第
十
五
条

か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第

二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
、
第
三
十
八

条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四

項
、
第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十

一
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
、
第
五

十
八
条
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十

九
条
ま
で
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
、
第
七
十
四
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま

で
、
第
七
十
八
条
、
第
八
十
条
第
一
項
及
び
第
三

項
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
七
条
（
地
方
税
法
第
五

百
八
十
七
条
の
二
及
び
附
則
第
十
一
条
の
改
正
規
定

を
除
く
。
）
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
条
、
第
九
十
二

条
（
高
速
自
動
車
国
道
法
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定

に
限
る
。
）
、
第
百
一
条
、
第
百
二
条
、
第
百
五
条
か

ら
第
百
七
条
ま
で
、
第
百
十
二
条
、
第
百
十
七
条

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
生
物

の
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
四

条
第
八
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
百
十
九
条
、

第
百
二
十
一
条
の
二
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
二
項

の
規
定
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
一
四
日
法
律
第

一
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
六
条
、
第
八
条
、
第
九
条
及
び
第
十
三
条

の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
法
律
第
四

六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
四
月
二
六
日
法
律
第
二

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
四
月
一
九
日
法
律
第
一
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
廃
止
）

第
二
条
　
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
生

物
の
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
二
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ

る
廃
止
前
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ

る
生
物
の
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ

て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
に

つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
条
第
三
項
に

お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
経
過
す
る
日
又
は
当
該
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の

計
画
期
間
の
末
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
間
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条
　
前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。
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